
「
道
の
駅
」
基
本
設
計
が
決
定
　
基
本
設
計
で
は
、「
道
の
駅
」
と
し
て
よ
り
具
体
的
な
駐
車
場
及

び
建
物
の
配
置
、
外
観
、
面
積
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
利
用
者
の
た
め
の
休
息
施
設
・
情
報
発
信
施
設
や
、
地
域

の
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
有
す
る
地
域

振
興
施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

問
道
の
駅
整
備
課
（
本
庁
３
階
）
☎
45

−

６
０
０
６

道の駅を核とした
産業・観光・歴史・文化の
活性化を目指して

県内最大級の道の駅

筑西市

勤
行
川

小
貝
川

大
谷
川

桜
川

石岡・筑西線

明野・間々田線

国道50号バイパス 国道
50
号

国
道

　

 

号

つ
く
ば
・
真
岡
線

筑
西･

三
和
線

筑
西・つ
く
ば
線

294

おおたごう

ひぐち

くげた

おりもと

くろご

しもだて
にこうまえ

ひがしゆうき かわしま

至小山

至真岡

しもだて

にいはり

たまど

至水戸
ＪＲ水戸線

関
東
鉄
道
常
総
線

真
岡
鐵
道
真
岡
線

小栗小

新治小

村田小

長讃小

上野小

大村小
鳥羽小

下館小伊讃小
竹島小

関城東小関城中関城西小

明野中

下館中

養蚕小

大田小 嘉田生崎小

下館南中

中小

河間小

下館北中

下館西中

五所小

川島小

協和支所

協和の杜体育館

県西運動公園

明野図書館明野公民館

下館総合体育館

関城体育館

県西生涯学習センター

筑西市役所

明野支所
関城支所

■整備予定地：筑西市川澄地内　
■�事業期間：平成 27 ～平成 32 年度
　��※平成 31 年度オープンを目指しています。

筑西市道の駅整備事業

道の駅の駅長が決定しました！

鈴
す ず き

木一
か ず し

志さん（56歳）
道の駅に関わるみんなが幸せになれる
よう貢献していきたいと思います。

平成 29 年度は、この基本設計をもとに
関係者との詳細な協議のもと、実施設計を行います。

　筑西市「道の駅」の駅長として、鈴木一志さん（56 歳）が平成 29 年
3 月 1 日に着任しました。
　鈴木さんは、（株）東武宇都宮百貨店に 30 年以上勤務され、営
業政策や営業推進の部長などを歴任されるとともに、新店舗開発
にも責任者として携わった経験
をお持ちです。今後は、鈴木さ
んの有する知識・経験を生かし
ていただき、魅力ある「道の駅」
づくりに取り組んでいきます。

施設概要（平成 29 年 3 月現在）
敷地面積 約 48,000 平方メートル 建物規模 約 3,000 平方メートル

駐車場規模
■市整備
■国整備

【駐車場台数 368 台】
■一般用小型車 258 台
■身障者等用 5 台
■電気自動車充電スタンド 2 台
■キャンピングカー 3 台
■一般小型車 57 台、大型車 43 台

施設の構成
■市整備
■国整備

■物産・直売・加工・レストラン棟
■雑貨・カフェ棟
■体験・交流・テナント棟
■イベント広場
■屋外スペース
■トイレ・情報棟

物産・直売・加工
レストラン棟 体験・交流

テナント棟
雑貨・カフェ棟 トイレ・情報棟

屋外スペース

南から見たイメージ

北から見たイメージ

道の駅整備予定地
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　平成 30 年 10 月の開院を目指して、新中核病院の建設工事がいよいよ始まりました。筑西・桜川地域の地域医療
を担い、住民のみなさんに信頼され愛される病院になるよう整備を進めています。
　つきましては医療、福祉、介護で地域連携の要となる病院にふさわしく、分かりやすく、住民のみなさんに末永
く親しまれる名称を広く募集します。たくさんのご応募をお待ちしています。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
北
側
入
口
に
「
身
障
者
駐

車
ス
ペ
ー
ス
」、
平
面
駐
車
場
と
立
体
駐
車
場

の
各
階
に
「
思
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
身
体
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
妊

産
婦
な
ど
の
人
が
市
役
所
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
ほ
か
の
人
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
利
用
の
際
は
車
内
の
ル
ー

ム
ミ
ラ
ー
な
ど
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。（
利

用
者
証
が
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新中核病院の名称募集！

身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

思
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
ま
し
た

応募資格 応募時点で筑西市か桜川市にお住まいの人又は在勤・在学している人

募集期間 ４月１日（土）〜 21 日（金）※郵送は 21 日（金）必着。持参は平日 午前９時〜午後５時

応募方法 ①はがき　②封書　③ファックス　④電子メール（件名に「新病院名称係」と記入）

記載事項 ①新病院の名称（ふりがな）　②名称に込めた思いや理由（任意）　③郵便番号　④住所　⑤氏名（ふりがな）　
⑥年齢　⑦電話番号　⑧勤務先・在学先（筑西市又は桜川市以外にお住まいの人のみ記載）

賞・記念品 ①採用者１人、副賞あり（同一名称で複数応募の場合は抽選）　②応募者の中から抽選で５人に記念品

留意事項

①応募は１人１点のみ　②現病院名や他の名称と混同しないもの　③使用文字は漢字、ひらがな、カタカナ、組合
せ可能　④採用した名称に係る一切の権利は筑西市に帰属します　⑤採用した名称は必要に応じて修正などを加え
ることがあります　⑥採用者のお住まいの市町村及び氏名を公表します　⑦応募作品の返却はできません　
⑧応募作品に係る個人情報は今回の公募に関する問い合わせのみに使用し、それ以外の目的に使用しません

選考方法 新中核病院整備幹事会において選定したものの中から、筑西市長が決定します

選考結果 採用者のみ連絡させていただき、後日行う表彰式への出席をご案内します
なお、６月頃に広報紙、ホームページやケーブルテレビにて結果発表予定です

応募先
必要な記載事項を明記し送付かご持参ください　※電話や口頭での応募は受け付けできません

【郵送先】〒３０８−８６１６　筑西市田中町丙３６０番地　筑西市役所中核病院整備部業務推進課
【ＦＡＸ】２２−０５３０　【メール】corehosp@city.chikusei.lg.jp　【持参先】業務推進課（本庁４階）

中核病院整備部業務推進課
☎２１−８７２０問

身障者駐車スペース▲利用者証（例）

思いやり駐車スペース

問
都
市
整
備
課
（
本
庁
３
階
）
☎
20

−

１
１
７
８

　

 

契
約
管
財
課
（
本
庁
４
階
）
☎
24

−

２
１
８
５

　    リハビリは尊厳の回復　訪問看護・リハビリで家族も笑顔に　お気軽にお電話相談を!

  レストーレ  　ケアーズ
　　　  リハビリデイサービス 　  　　訪問看護リハビリステーション

           📞📞0296-23-6170 　　　　　　　  📞📞0296-49-6403

                   筑西市菅谷1637 �����  筑西市西谷貝314-3

下館

RESTAURE 茨城県指定番号0862790011茨城県指定番号0872700562

下館

7



　
市
で
は
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
定
住
促
進
を
図
る

た
め
住
宅
取
得
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
創
設
す
る
「
多
世
代
同
居
住
宅
取

得
等
奨
励
金
制
度
」
と
「
若
者
・
子
育
て
世
代
住
宅
取

得
奨
励
金
制
度
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

子
世
帯
又
は
孫
世
帯
の
市
外
か
ら
の
転
入
に
伴
う
多

世
代
同
居
（
市
内
に
お
い
て
親
世
帯
及
び
子
世
帯
又
は

孫
世
帯
が
同
一
敷
地
内
又
は
隣
接
す
る
敷
地
内
に
居
住

す
る
こ
と
）
を
す
る
た
め
に
新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
の

取
得
又
は
増
改
築
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
家
屋
の
所
有

者
に
対
し
て
奨
励
金
と
し
て
20
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、「
若
者
・
子
育
て
世
代
住
宅
取
得
奨
励
金
」
の
交

付
要
件
に
合
え
ば
、
そ
ち
ら
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

※
申
請
に
必
要
な
提
出
書
類
や
そ
の
他
の
要
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

・�

対
象
住
宅
の
２
分
の
１
以
上
の
所
有
権
を
確
認
で
き

る
こ
と

・�

多
世
代
同
居
の
世
帯
員
全
員
が
、
奨
励
金
の
交
付
を

受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
多
世
代
同
居
を
す
る
意

思
を
有
し
て
い
る
こ
と

・�

申
請
日
に
お
い
て
子
世
帯
又
は
孫
世
帯
が
次
の
Ａ
・

Ｂ
に
該
当
し
、
か
つ
、
本
市
へ
の
転
入
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
の
間
に
あ
る
こ
と�

　

�

Ａ�

市
民
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

た
後
に
再
び
本
市
に
転
入
し
て
い
る
者
の
世
帯

で
あ
る

　

�

Ｂ�

市
民
で
あ
っ
た
こ
と
の
な
い
者
の
世
帯
で
本
市

に
転
入
し
て
い
る

・�

申
請
日
に
お
い
て
、
下
図
の
同
居
パ
タ
ー
ン
の
例
❶

❷
に
合
致

筑西市では住まいの面でも
子育て世代を全力サポート

の住宅取得奨励金を
交付しています！

最
大70万

問企画課地方創生推進室（本庁４階）
　☎２４−２１９７

本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、

子
育
て
環
境
の
向
上
と
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

多
世
代
同
居

住
宅
取
得
等
奨
励
金

新制度

親 親親
世
帯

子
世
帯

子、その配偶者の
いずれも 40 歳以下

（孫の有無は問わない）

子、その配偶者の
いずれかが 40 歳以下

かつ
18 歳に達する日の属
する年度の末日までの

孫がいる

子 子
孫配偶者 配偶者

❶「親世帯」と「子世帯」が同居する場合 ❷「親世帯」と「孫世帯」が同居する場合

親 親 孫、その配偶者の
いずれかが 40 歳以下

かつ
18 歳に達する日の属
する年度の末日までの

ひ孫がいる

孫、その配偶者の
いずれも 40 歳以下

（ひ孫の有無は問わない）

ひ孫孫 孫配偶者 配偶者

子 子

20万円
「
若
者
・
子
育
て
世
代

住
宅
取
得
奨
励
金
」

と
併
用
可
能
！

同居パターンの例

騰
波
ノ
江

道
の
駅
●

小
貝
川

イ
オ
ン
●

大
宝

下
妻
関
東
常
総
線

砂沼

筑波
スカイボウル
　　　●

　●
つくばゴルフ
ガーデン

　やすらぎの里
●しもつま

　　●
つくば
わんわん
ランド

上筑波
自動車
学　校

〒30０-4201　茨城県つくば市寺貝1268-2
上筑波自動車学校

茨城県西
自動車
学校

結城 東結城 川島水戸線 玉戸 下館

関
東
常
総
線

大
田
郷
黒
子

騰
波
ノ
江大
宝

下
妻

イ
オ
ン
●

道
の
駅
●

鬼
怒
川

●平間病院

●関城分署

結城バイパス●
カワチ

砂沼
サンビーチ●

砂沼

〒308-0121　茨城県筑西市船玉286
茨城県西自動車学校

- -2冬季スピードコース
お問い合わせください。

▶▶▶大型・中型・フォークリフト免許
応援キャンペーン実施中!!
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若
者
・
子
育
て
世
代

住
宅
取
得
奨
励
金

■
対
象
者

・�

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
対
象
住

宅
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と　

・�

対
象
住
宅
の
２
分
の
１
以
上
の
所
有
権
を
確
認
で
き

る
こ
と

・�

申
請
日
に
40
歳
以
下
で
、
申
請
者
の
世
帯
に
、
申
請

日
に
お
い
て
出
生
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
の
申
請
者
の
子
が
い
る
又
は
申
請

者
に
40
歳
以
下
の
配
偶
者
が
い
る
こ
と

・�

対
象
住
宅
の
所
有
権
保
存
（
又
は
移
転
）
登
記
の
受

付
年
月
日
か
ら
６
か
月
以
内
で
あ
る
こ
と

■
対
象
住
宅

【
新
築
住
宅
】

・�

新
築
住
宅
又
は
建
売
住
宅
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

（
建
築
後
未
使
用
の
も
の
）
で
、
新
築
後
１
年
以
内

の
住
宅

・�

居
住
部
分
が
延
べ
床
面
積
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

住
宅

�・�
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
建
物
の
所
有
権
保
存（
又

は
移
転
）
登
記
を
し
た
住
宅　

・
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
て
い
る
住
宅

【
中
古
住
宅
】

・�

使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
又
は
完
成
か
ら
１
年
を
超

え
る
住
宅　

・�

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
の
建
築
基
準
法
の
耐
震
基

準
を
満
た
す
住
宅　

・�

居
住
部
分
が
延
べ
床
面
積
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅

・�

３
親
等
以
内
の
親
族
以
外
か
ら
購
入
し
た
住
宅　

・�

購
入
価
格
（
土
地
代
含
む
）
及
び
修
繕
費
用
の
総
額

が
３
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
（
税
込
）　

・�

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
建
物
の
所
有
権
保
存（
又

は
移
転
）
登
記
を
し
た
住
宅

50万円

問
企
画
課
地
方
創
生
推
進
室
（
本
庁
４
階
）
☎
24

−

２
１
９
７

■
申
請
で
き
る
人

・�

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
、
継
続
し
て
３

年
以
上
住
民
登
録
し
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
市
で
実
施
し
て
い
る
他
の
同
様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

■
対
象
と
な
る
建
物

・�

市
内
に
所
有
す
る
個
人
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
個
人
住

宅
部
分
の
み
対
象
）

���

※
本
事
業
の
助
成
は
同
一
の
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
過
去

に
助
成
を
受
け
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
維
持
及
び
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
工
事

・
市
内
の
施
工
業
者
に
依
頼
す
る
工
事

・
工
事
金
額
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
除
く
）

・
未
着
工
の
工
事
で
あ
る
こ
と
（
交
付
決
定
後
に
着
工
す
る
も
の
）

・
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る
も
の

■
受
付
開
始
日

・
４
月
３
日
（
月
）
〜　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

工
事
金
額

助
成
金

20
万
円
以
上

１
０
０
万
円
未
満

対
象
工
事
費
の
10
％

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

１
０
０
万
円
以
上

10
万
円

新築住宅
❶�新築した住宅（建て替えを含む）又は

建売住宅など（分譲マンション含む）
で、建築後使用されたことがないもの
のうち、登記事項証明書に記載された
新築の日から１年以内の住宅

❷�玄関、台所、便所、浴室及び居室を有し、
専ら自己の居住の用に供する住宅（延
べ床面積の２分の１以上を自己の居住
の用に供している併用住宅を含む）

❸多世代同居のために取得する住宅　
❹建築基準関係規定に適合している住宅
❺�居住の用に供する部分の延べ床面積が

50 平方メートル以上　
❻�平成 29 年４月１日〜平成 32 年３月

31 日の間に不動産登記法の規定によ
る建物の所有権保存登記又は所有権移
転登記を行ったもの　

❼家屋調査が行われた住宅　
❽�過去にこの奨励金の対象となっていな

い住宅

中古住宅
❶�建築後使用されたことがある住宅又は完成の日か

ら１年を超える住宅で、購入後１年以内の住宅　
❷�玄関、台所、便所、浴室及び居室を有し、専ら自己

の居住の用に供する住宅（延べ床面積の２分の１以
上を自己の居住の用に供している併用住宅を含む）
❸多世代同居のために取得する住宅　
❹�昭和 56 年６月１日以降の建築基準法の規定に

よる耐震基準を満たす住宅　
❺�居住の用に供する部分の延べ床面積が 50 平方

メートル以上　
❻３親等以内の親族以外の者から購入した住宅　
❼�購入価格（土地代含む。）及び修繕費用の総額が

300 万円以上（税込）
❽�平成 29 年４月１日〜平成 32 年３月 31 日の

間に不動産登記法の規定による建物の所有権保
存登記又は所有権移転登記を行ったもの　
❾�交付を受けようとする者が、当該中古住宅につ

いて筑西市住宅リフォーム助成事業補助金など
その他本市で実施している他の同様の補助制度
による補助（筑西市若者・子育て世代住宅取得
奨励金を除く）を受けていない

増改築工事
❶�既存の住宅への増築、既存の

住宅の一部改修、住宅の機能
を構造させるための修繕、補
修・模様替え・器具などの取
替えなど　
❷�多世代同居のために行う工事
❸�平成 29 年４月１日以降に着

工し、平成 32 年３月 31 日
までに完了した工事　
❹�工事費用が 20 万円以上（併

用住宅については、自己の居
住の用に供する部分の工事に
限る）　
❺�交付を受けようとする者が、

当該工事に係る住宅について
筑西市住宅リフォーム助成事
業補助金などその他本市で実
施している他の同様の補助制
度による補助（筑西市若者・
子育て世代住宅取得奨励金を
除く）を受けていない

■対象住宅（多世代同居住宅取得等奨励金）
※住宅の区分ごとにすべてに該当すること。対象住宅・工事が複数又は重複している場合は、いずれか１つの住宅に限り対象。

※交付決定後、
工事費が変更と
なる場合、助成
金の増額変更は
できません。

10万円最
大

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
補
助
金

　

市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
、
個
人
住
宅
部
分
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
込
状
況
に
よ
っ

て
は
、
年
度
途
中
で
終
了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
申
請
に
必
要

な
提
出
書
類
や
そ
の
他
の
要
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
（
本
庁
３
階
）
☎
54

−

７
０
１
１

既
存
住
宅
の
増
築
・
改
築
工
事
、
浴
室
・
キ
ッ
チ
ン
・
ト

イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
床
・
内
壁
・
天
井
の
内
装
工
事
、

外
壁
張
替
・
塗
装
・
屋
根
の
工
事
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど

工事例
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